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子
供
た
ち
は
二
日
間
か
け
て
軟

石
を
使
っ
た
彫
刻
作
り
に
挑
戦
。

最
初
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
悪
戦

苦
闘
し
て
い
た
子
供
た
ち
も
、
二

日
目
に
は
す
っ
か
り
上
達
。「
よ
い

し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
と
額
に
汗
を

浮
か
べ
な
が
ら
フ
ク
ロ
ウ
や
イ
チ

ゴ
な
ど
自
分
で
選
ん
だ
題
材
を
彫

り
上
げ
る
そ
う
で
す
。

�
　

地
域
の
子
供
た
ち
に
軟
石
文
化

を
継
承
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
石
山
小
学
校
と
協

力
し
て
「
軟
石
手
掘
り
作
業
の
見

学
会
」と「
彫
刻
教
室
」を
開
催
。講

師
は
石
山
に
住
ん
で
い
る
か
つ
て

の
石
工
た
ち
で
す
。

　
「
芸
術
祭
の
ほ
か
、石
山
地
区
が

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
軟
石
文
化

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
活

動
で
す
」
と
語
る
福
士
会
長
。

　

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
　

子
供
彫
刻
教
室
は
、
毎
年
夏
休

み
、
市
内
の
小
学
生
を
集
め
て
石

山
緑
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
師
は
石
山
緑
地
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
著
名
な
彫
刻
家
た
ち
で
す
。

　

初
め
て
見
る
採
掘
の
様
子
に
子

供
た
ち
は
興
味
津
々
。「
こ
の
道
具

は
何
キ
ロ
く
ら
い
あ
る
の
」「
石
工

さ
ん
た
ち
は
一
日
何
回
く
ら
い
つ・

る・
は・
し・
を
振
っ
た
の
」
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち

は
石
山
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
石

工
た
ち
の
苦
労
を
少
な
か
ら
ず
学

ん
だ
よ
う
で
す
。

　
「
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、子

供
た
ち
に
軟
石
に
親
し
ん
で
も
ら

い
、
石
山
の
伝
統
を
深
め
て
ほ
し

い
」と
語
る
の
は「
ま
ち
づ
く
り
の

会
」
の
岩
本
好
正
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
将
来
の
軟
石
文

化
を
担
う
子
供
た
ち
を
温
か
い
目

で
見
守
り
続
け
ま
す
。

◆

◆

◆

◆

　

石
山
緑
地
芸
術
祭
は
今
年
六
年

目
を
迎
え
ま
す
。
年
々
協
賛
企
業

や
有
志
の
方
が
市
内
全
域
に
広
が

り
、
今
で
は
北
海
道
を
代
表
す
る

祭
典
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

組
み
は
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
広
が

り
を
見
せ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　石山緑地芸術祭（同芸術祭運営委員会）は、今
年度、以下の賞を受賞しました。
　いずれも、地域に根差したユニークな芸術・文化
活動とそれを支える住民のまちづくりへの意欲が高
く評価されたものです。
・北海道地域文化選奨特別賞（北海道主催）
・２００１北のくらし大賞（読売新聞北海道支社主催）

▲受賞を喜ぶ福士昭夫さん（左）と岩本好正さん（右）
　（１月１８日。市内のホテルで）

　

福
士
会
長
は
語
り
ま
す
。

　
「
人
が
ま
ち
を
つ
く
り
、ま
ち
が

人
を
育
て
る
。
石
山
の
軟
石
文
化

が
さ
ら
に
飛
躍
す
る
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
。

▲採掘場跡でおやつをほお張る子供たち（子供彫刻教室）

▲軟石手掘り作業を実演する「石工友の会」の小原さん

▲メモリアルストーン
石切山街道と石山６号線脇の植樹ますに、
地元の住民が彫刻した札幌軟石を設置。
郷土を愛する心をはぐくむとともに、こ
こを訪れた人々に「札幌軟石発祥の地 石
山」をＰＲします。約４００個の設置を予定
しています

▲軟石手掘りのビデオの作成
今や伝える者が少なくなった軟石手掘り
の技術を後世に残すためのビデオを作成
します。ビデオは石山小学校の教材とし
ても使われる予定です


